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ベ ル モ ン ド 市 か ら の
初 代姉 妹 都市専 門員

シ ェ リ ー・ル イ ス・
パ ウ ェ ル さ ん

こ ん に ち は! シ ェ リ ー
で す

足
立
区
と
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ベ
ル
モ
ン
ド
雨
か
ら
、
シ
ェ
リ

ー
・
ル
イ
ス
ー
パ
ウ
ェ
ル
さ
ん

が
、
聨
足
立
区
国
際
親
善
協
会

職
員
と
し
て
8
月
か
ら
足
立
区

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

9
月
か
ら
は
竹
の
塚
北
小
学

校
、
宮
城
小
学
校
、
第
十
四
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
に
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
や
生
活
、

英
会
話
な
ど
を
教
え
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

学
校
で
も
大
人
気
の
シ
ェ
リ

ー
さ
ん
、
小
学
校
の
国
際
理
解

を
深
め
る
授
業
で
は
、
た
く
さ

ん
の
質
問
が
飛
び
出
し
ま
す
。

百
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
ど
ち
ら
が
暮
ら
し
や
す
い
で

す
か
」

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
は
あ
り
ま
す

か
」「

川
や
海
は
き
れ
い
で
す
か
」

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
で

日
杢
語
を
専
攻
し
、
日
本
文
化

に
深
い
関
心
の
あ
る
シ
ェ
リ
ー

さ
ん
は
、
日
本
語
も
た
い
へ
ん

上
果

子
供
た
ち
の
質
問
に
、

図
鑑
や
、
コ
ア
ラ
の
人
形
を
使

い
な
が
ら
答
え
ま
す
。
シ
ェ
リ

ー
さ
ん
も
、こ
の
「
先
生
に
役

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ま
つ
り
・
あ
だ
ち
6
0

や
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
に
も
参
加
し
、
区
民
と
の

交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

一
日
本
の
こ
と
、
足
立
区
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
。
今

月
か
ら
茶
道
も
習
い
始
め
ま
し

た
。
漢
字
を
学
ぶ
た
め
に
、
習

字
も
習
い
た
い
」
と
、
と
て
も

積
極
的
な
シ
ェ
リ
ー
さ
ん
。

足
立
区
と
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と

の
親
善
を
よ
り
深
め
る
役
割
を

担
っ
た
「
姉
妹
都
市
専
門
員
」
と
し
て
、
今
後
1
年
間
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

立 派 な 先 生 丿 郤 の 包 廴 辷 ま 血 二 立 即 冢 北 小 学 校)

給 食 の聞 も 楽 しい 会 話 が 続き ま す
( 宮 城小 学 校)

8
年
前
か
ら
お
つ
き
あ
い

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド

昭
和
5
9年
旧
月
―
日
に
調

印
し
、
姉
妹
都
市
と
し
て
お

つ
き
あ
い
を
始
め
た
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
州
ベ
ル
モ
ン
ド

市

。
日
本
か
ら
直
行
便
で
約
1
0

時
間
。
州
都
パ
ー
ス
の
中

に
位
置
す
る
美
し
い
都
市
で

す

。昭
和
6
1
年
か
ら

、足
立
区

、

ベ
ル
モ
ン
ド
市
そ
れ
ぞ
れ
の

中
学
生
使
節
団
の
交
流
が
始

ま
り
、
昨
年
か
ら
は
、
付
き

添
い
の
人
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
8

月
に
は
足
立

区
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

が
ベ
ル
モ
ン
ド
市
を
訪
れ
、

親
善
試
合
を
し
、
一
層
友
好

の
絆
を
深
め
る
な
ど
、
両
住

民
に
よ
る
国
際
親
善
が
進
ん

で
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ェ
リ
ー
さ
ん
の

活
躍
も
、
両
都
市
の
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た

も
の
で
す
。 平 成4 年 秋 の叙勲

区 関 係で17 人 が受 章
平
成
4

年
秋
の
叙
勲
受
章

者
が
発
表
さ
れ

、
区
関
係
で

は
1
7
入
の
方
々
が
隋
れ
て
受

章
さ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
に
伴
い

、
区
で
は

、1
1
1
1

月
2
4日
に
叙
勲
受
章
者
を

招
き
、
永
年
に
わ
た
る
社
会

へ
の
功
労
に
対
し
感
謝
し

、

祝
福
し
ま
し
た

。

今
回
の
受
章
者
は
、
次
の

方
々
で
す
。(
敬
称
陷
)

▽
塚
本
信
一
(
7
0歳
子

勲

四
等
旭
日
小
綬
章

▽
渡
邉

六
二
(
7
0
歳
丁

勲
四
等
瑞
宝

章

▽
飯
沼
酒
夫
(
7
5
歳
了

勲
五
等
湍
宝
章

▽
伊
藤
盛

雄
(
7
0
歳
子

勲
五
等
瑞
宝
章

▽
高
野
定
雄
(
7
5
歳
子

勲
五

等
瑞
宝
章

▽
竹
ノ
下
資
夫

G
‥
‥
歳
子
勲
五
等
瑞
宝
章

▽
中
澤
武
雄
(
8
8
歳
了

勲
五

等

瑞
宝

章

▽

濱
田
三
郎
(
7
0

歳
了

勲
五
等
瑞
宝
章

▽
増
田
彦
四
郎
(
7
1歳
了

勲

六
等
単
光
旭
日
章

▽
阿
部

茂
三
郎
(
6
5
歳
丁

勲
六
等
瑞

宝
章

▽
飯
島
勇
(
7
2
歳
子

勲
六
等
瑞
宝
章

▽
高
松
休

原
(
7
2歳
)
・・・
勲
六
等
瑞
宝
章

▽
出
村
利
夫
(
6
6
歳
子

勲
六

等
瑞
宝
章

▽
望
月

一
雄
(
7
3

歳
了

黻
六
等
瑞
宝
章

▽
小
川
勝
治
(
7
3
歳
了

勲
七

等
青
色
桐
葉
章

▽
上
村
明

男
(
7
3
歳
了

勲
七
等
青
色
桐

葉
章

▽
大
熊
義
雄
(
6
2
歳
)

・・・
勲
七
等
瑞
宝
章

尾
竹
橋
が
完
成

1
1月
2
7
日

新
橋
利
用
開
始

工
事
中
だ
っ
た
尾
竹
橋
が

完
成
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴

い
、
仮
橋
か
ら
新
橋
へ
の
車

線
の
切
り
替
え
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
5
年
3
月
末

ま
で
仮
橋
の
徹
去
、
取
付
道

蹈
工
事
な
ど
が
・残
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
切
替
日
H

月
2
7
日

(金
)

問
合
せ
先

▽
都
・
建
設
局

第
五
建
設
事
務
所
橋
り
ょ

う
建
設
課

昔
(
3
6
9
　
2
)
4
6
5
1

▽
中
央
本
町
庁
舎
・
計
固

調
整
課

昔
(
3
8
8
0
)
　
5
2
0
1

11 月25 日 号　主 な 内 容

「紙パック」「使用済 乾電 池」の回 収場所が増えまし た
自 転車放置禁止区域案内ほか　( 2) ( 3)面

エ イ ズ 特 集

St op AI DS　 ( 4) ( 5)面
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葦

立ち

1
1月
2
2
・
2
3
日
の
国
際
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
燬

咬
に
、
区
制
6
0
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
終
わ
り
ま
し
た

。

7
月
の
葛
西
用
水
親
水
ま

つ
り
で
始
ま
っ
た
こ
の
リ
レ

ー
イ
ベ
ン
ト
は
、
夏
の
哽
窄

を
彩
っ
た
花
火
大
会

、
竹
の

塚
・
鹿
浜
・
千
住
の
3

会
場

で
行
わ
れ
た
ま
つ
り
・
あ
だ

ち
6
0
、
荒
川
の
c
G
G

と
続

き

、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
国
際
野
外
彫
刻
展
で
幕
を

閉
じ
た
の
で
し
た
。
準
備
を

さ
れ
た
実
行
委
員
会
を
は
じ

め

、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す

。

ど
の
ま
つ
り
も
、
区
民
の

方
が
楽
し
み
な
が
ら
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
の
を
感
じ

ま
し
た

。
中
で
も
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
ま
つ
り
・
あ
だ

ち
6
0
に
障
害
の
あ
る
方
が
多

数
参
加
し
、店
を
出
し
た
り
、

談
笑
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
こ
と
で
す

。
障
害
者
に

よ
る
楽
団
の
演
奏
で
は

、
舞

台
と
客
席
が
一
体
と
な
っ
て

「
赤
と
ん
ぼ

」
が
唱
わ
れ
る

な
ど
、
大
変
感
動
的
で
あ
っ

た
と
闃
い
て
お
り
ま
す
。

6
0周
年
イ
ベ
ン
ト
は
7
0
周

年
へ
の
幕
開
け
で

も
あ
り
ま

し
た
。障
害
者
も
健
常
者
も
、

高
齢
者
も
若
者
も
、互
い
の

個
性
を
尊
重
し
つ
つ
共
に
生

き
る

。
そ
ん
な
ま
ち
の
実
現

へ
向
け
一
層
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

。

区
長
　古
性
直
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地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を

「
紙
パ
ッ
ク
」「使
用
済
乾
電
池
」

の
回
収
場
所
が
増
え
ま
し
た

現
在
、
紙
パ
ッ
ク
、
使
用
済

乾
電
池
は

、区
民
事
務
所
、住
区

セ
ン
タ
ー

、
公
社
各
施
設
な
ど

で
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
た
に
次
の
施
設
で

回
収
を
始
め
ま
し
た
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

新
し
い
回
収
場
所

▽
動
労
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)
・
:
綾
瀬
1
　
-
3
4
1
7

▽
新
田
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
:
新
田
1
　
-
1
4
-
1
2
-
1
0
1

紙
パ
ッ
ク
の
扱
い
方

▽
飲
み
終
わ
っ
た
ら
中
を
洗

い
ま
す

▽
(
サ
ミ
な
ど
で
1

枚
に
閧

き
ま
す

▽
よ
く
乾
か
し
て

、
閧
い
た

ま
ま
の
形
で
ポ
ス
ト
へ

回
収
で
き
な
い
も
の

▽
内
側
が
ア
ル
ミ
コ
ー
ト
さ

れ
た
も
の
や
、
茶
色
の
パ
ッ

ク▽
5
0
0㎡未
満
の
も
の

▽
洗
っ
て
い
な
い
も
の
、
乾

い
て
い
な
い
も
の
、
カ
ビ
が

生
え
て
い
た
り
、
汚
れ
の
ひ

ど
い
も
の

使
用
済
乾
電
池
の
回
収

ア
ル

カ
リ
乾
電
池
、
マ
ン
ガ
ン
乾

電
池
の
み
を
回
収
し
ま
す
。

ボ
タ
ン
型
電
池
は
、
販
売
店

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
鯑
パ
ッ
ク
、
使
用
済
乾
電
池

は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ

な
い
で
、そ
の
ま
ま
ポ
ス
ト
、ボ

ッ
ク
ス
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

リ サイクル標語
入選作品
決 ま る

最 優 秀賞

生
か
し
た
資
源

使
っ
て
は
じ
め
て

リ
サ
イ
ク
ル

あ
だ
ち
広
報
7
月
5
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、「
リ
サ
イ

ク
ル
標
語
」
に
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
で
は
厳
正
な
審
査
の
結

果
、最
優
秀
賞
に
、飯
田
睦
美
さ

ん
(
大
谷
田
一
丁
目
)
の
「
生
か

し
た
資
源

使
つ
て
は
じ
め
て

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
、
ま
た
優
秀

賞
1
2点
、
佳
作
2
0点
を
決
定
し

ま
し
た
。

入
選
作
品
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
」
や
「
リ
サ
イ
ク
ル
冊

子
」
な
ど
に
幅
広
く
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

A
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
V

表1 リ サ イク ル 標語 入選 作品

その1 台 が街の迷惑
自転車放置禁止区域案内

西 新 井 駅 周 辺
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
は
、
歩
行
者
な
ど
の
通
行
や

緊
急
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま

す
。
区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お

む
ね
峩
″
以
内
を
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
禁
止
区
域
内
の
放
毆
自
転

車
は
、
区
が
撤
去
し
て
自
転
車

移
送
所
へ
運
び
、保
管
し
て
い

ま
す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
と
き

は
、
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を

徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2

ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

西
新
井
駅
周
辺
は
、
駅
ビ
ル

や
ス
ー
パ
ー
へ
の
買
い
物
、
銀

行
等
を
利
用
す
る
方
の
自
転
車

が
歩
道
に
あ
ふ
れ
、
通
行
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

買
い
物
等
で
駅
周
辺
に
お
出

掛
け
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
歩

き
で
、
ま
た
、
自
転
車
の
場
合

は
、
必
ず
自
転
車
置
き
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
対
策
係

゛
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

表2 西 新井 駅 周 辺 の 駐 輪 場
区 営

民 営

自 転 車 移 送 所( 撤 人 先)

竹 の 塚 移 送 所 呎 伊 興 町36 冶 ・38 番 先

【 竹 の 塚 清 掃 】l場 沿 い の 東 武 線 高 架 下)

西 新井駅 周 辺自 転 車放 置禁 止区 域

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
戴
不
可
。
投

稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
癒
(
い
や
)
し
と
し
て
の

自
己
表
現
=
「病
」と
共
に
歩

い
た
軌
跡
I
作
品
・
話
合

い
を
通
し
て
「精
神
障
害
」者

へ
の
理
解
を
乙
/
1
2
月
2
日
～

6
日
、正
午
～
午
後
3
時

/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

東
京

足
立
病
院

赤
松

茸
(
3
8
8
3
)
6
3
3
1

=
募

集
=

☆
静
流
会
(
石
州
流
茶
道
)

毎
月
2
回
月
曜
日
、午
後
7

時
～
9
時
/
伊
興
セ
ン
タ
ー

/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千

円
/
杉
山

霓
3
8
9
6
)
[
a
8
9
n

乙

☆
楽
し
い
英
会
話
(
歌
と
ダ

ン
ス
)
毎
週
土
曜
日
、午

後
2
時
～
4
時
/
う
き
う
き

館
小
会
議
室
/
幼
児
・
小
学

生
と
母
観
/
月
額
3
千
円
、

教
材
費
2
千
円
/
石
井

昔
(
3
8
8
5
)
2
8
5
7

☆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
水
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
千

住
区
民
ホ
ー
ル
/
入
会
金
3

千
円
、月
額
3
千
円
/
橋
本

昔
(
3
8
8
1
)
4
1
3
1

☆
チ
ャ
ク
ラ
ヨ
ー
ガ
毎
週

金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
/
鹿

浜
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
千
8
0
0円/
初
心
者

歓
迎
/
立
花

昔
(
3
8
5
4
)
4
7
3
7

☆
イ
ン
テ
グ
ー
フ
ヨ
ー
ガ
毎

週
金
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
/
う
き
う
き
館
/
入

会
金
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/

萩
原

霓
3
8
8
5
)
5

☆
さ
わ
や
か
(
広
池
ヨ
ー
ガ
)

月
4
回
火
曜
日
ま
た
は
金
曜

日
、午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
月
額
2

千
円
/
村
山

昔
(
3
8
4
9
)
6
8
5
0
(

夜
間
)

☆
植
物
画
(
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア

ー
ト
・
花
だ
よ
り
)

月
2

回
第
2
・
4
火
曜
日
、
午
後
7

時
～
9
時
/
青
年
セ
ン
タ

ー
/
月
額
2
千
5
0
0円/
矢
萩

登
(
3
8
9
7
)
7
5
4
0

☆
健
康
体
操
(
指
圧
と
気
功
)

毎
週
火
曜
日
、
午
前
1
0時
～
H

時
3
0分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

沺
円
/
和
田

昔
(
3
8
5
0
)
4
2
0
4

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ー
フ
ブ
毎

週
水
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
H

時
3
0分
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
5
0
0円
/
大
越

昔
(
3
8
8
5
)
5
5
7
0

☆
中
国
語
会
話
毎
週
火
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
北

千
庄
駅
周
辺
集
会
所
/
入
会

金
千
円
、月
額
3
千
円
/
前

沢
昔
(
3
8
8
1
)
3
8
1

☆
リ
ー
フ
ッ
ク
ス
ー
オ
ー
ル
テ

ニ
ス
ク
ー
フ
ブ
1
2
月
よ
り
開

始
/
毎
週
土
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
正
午
/
平
野
運
動
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
/
初
心
者
か
ら

初
級
者
、中
年
の
方
対
象
/

入
会
金
千
円
、月
額
2
千
円

/
菊
原
昔
(
3
8
5
9
)
9

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
若
葉
会
)

月
4
回
毎
週
土
曜
日
、午
後

7
時
～
9
時
/
梅
島
小
学
校

/
入
会
金
千
円
、
月
領
2
千

円
/
荒
川

昔
(
3
8
8
9
)
0
9
0
6

☆
俳
句
初
歩
の
会
句
会
を

楽
し
み
な
が
ら
基
礎
を
習
得

/
毎
月
第
3
日
曜
日
、午
後

1
時
～
4
時
/
産
業
振
興
館

/
月
額
崩
円
、
学
習
誌
代
3

千
2
0
0円(
半
年
)
/
小
林

昔
(
3
8
8
1
)
0
1
2
0

☆
水
墨
画
(
東
墨
会
)
初
め
て

の
方
歓
迎
/
第
1
・
3
土
曜

日
、午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金

千
円
、
月
額
2
千
5
0
0
円
/
谷

口

昔
(
3
8
5
5
)
2
3
7
0
(

夜
間
)

☆
あ
じ
さ
い
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
時
～

8
時
3
0分
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千

円
/
塩
田

豐
(
3
8
8
7
)
8
0
3
2

☆
相
撲
連
盟
会
相
撲
の

好
き
な
方
、経
験
の
あ
る
方
、

子
供
の
指
導
な
ど
/
毎
週
日

曜
日
(
4
月
1
1
0
月
)
、午
後

1
時
～
/
足
立
区
相
撲
連
盟

宝
田

公
(
3
8
8
8
)
4
3

☆
女
声
合
唱
コ
ー
ル
い
ず
み

(初
級
)

月
4
回
金
曜
日

午
前
1
0時
～
正
午
/
青
年
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
円
/
三
城

昔
(
3
8
8
0
)
3
8
8
1

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週

土
・
日
・
祝
日
の
午
後
/
男

女
3
0歳
位
ま
で
の
方
、
初
心

者
歓
迎
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
5
0
0円/
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
A
4
サ

イ
ズ
封
筒
に
1
7
5円切
手
を
添

付
し
郵
送
、
折
返
し
資
料
送

付
/
〒
鵬
西
新
井
本
町
2
-
1
3
-
1
7

清
和
コ
ー
ポ
旧

布
宮
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障
害
児
歯
科
診
療

在
宅
高
齢
者

訪
問
歯
科
診
療

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
で
、
次
の
歯
科
診
療

を
吁
つ
て
い
ま
す
。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
輊
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
疳一
所
で
冶
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
刀
に
、
歯
科

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
政
庄
の
1
8歳
未
満

の
軽
・
中
度
の

障
害
が
あ
る
方

で
、
診
療
場
所

ま
で
通
院
可
能

な
方
(
ご
家
族

の
同
伴
が
必
要

で
す
)
。
な
お
、

重
度
の
方
の
ご
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

診
療
日
時
毎
週
木
・
土
寵
　

日
、午
前
9
時
～
正
午
(
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
)

診
療
場
所

足
立
区
歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
高
齢
者
訪
問
歯
科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
南
科

診
療
所
に
通
え
な
い
高
齢
者
の

方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問
し
て

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
庁
の
6
5歳
以
卜

の
寝
た
き
り
の
方
で
、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
が

往
診
日
時
毎
週
火
～
土
曜
日
　
　

百
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
浚
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

―
い
ず
れ
も
i
-
-

申
込
日
時
崕
週
火
～
土
曜
　

日
y
前
9
時
3
0
分
I
正
午
、

午
後
1
時
～
3
時
3
0
　

分
(
祝
日
、
年
未
鄒

始
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

歯

科
医
師
会
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー
(
足
べ
区

歯
科
医
師
会
館
2
　

慝

公
(
3
8
8
旦
　
3
8
8
2
F
A

χ

豆
8
8
2

ゝ
6
2
0

申込・問合せ先
足立区歯科医師会口腔保健センター
(社)足立区歯科医師会館2 階
住所 千佳1- 5- 5B3882- 3882

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
2月
の
献
血

日
程

表
3
の
と
お
り

受
付
時
問

い
ず
れ
も
、

午
前
1
0時
I
午
後
3
時

3
0分
豆
食
・
休
憩
時

間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
土
f
血
液

セ
ン
タ
ー

岔
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、本
庁
惣
千
腮

・
保
健
予
防
係

昔
(
3
8
　
8
2

乙
1
1
1
1
㈹

表3 献血の日程

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千　 住　 保　 健　 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 千住)・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
8
)
　

人
問
の
自
由
と
権
利
を
求

め
る
、
い
わ
ゆ
る
自
由
民
権

運
動
は
、
明
治
1
0年
頃
か
ら

し
だ
い
に
さ
か
ん
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

白
山
民
権
運
動
は
、
思
想

的
に
は
西
欧
の
民
主
主
義
思

想
の
影
響
を
う
け
、
や
が
て

口
山
党
や
改
進
党
な
ど
の
政

怩
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
地
租
を
軽

く
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
地

主
や
農
民
も
加
わ
っ
て

、
し

だ
い
に
敵
化
し
て
い
く
の
で

す

。
解
放
令
の
実
態
に
失
望

し
て
い
た
同
和
地
区
の
人
び

と
も
、
部
落
解
放
の
願
い
と

結
び
つ
け
て

、
こ
の
運
動
に

参
加
す
る
人
が
出
て
き
ま
し

た

。
神
余
川

。兵
喇

、
大
阪

、

岡
山

、
福
岡
な
ど
で

ご
民
権

連
勣
と
解
放
へ
の
願
い
を
結

ん
だ
沽
動
が
し
わ
れ
ま
し

た

。

こ
う
し
た
中
で
、
巾
江
兆

民
の
活
動
は
、
社
会
的
に
庄

口
さ
れ
ま
し
た
。
兆
民
は
、

明
治
2
0年
に
保
安
条
例
に
よ

っ
て
東
京
を
追
放
さ
れ
大
阪

に
侈
り
ま
す
。
そ
し
て
、2
3

年
の
第
1
回
衆
議
院
選
挙
に

出
馬
し
て
当
選
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
阪
の
同
和
地
区

の
人
び
と
の
応
援
と
支
持
が

大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

問
合
せ
先

本
け
舎
(や
怦

・
同
和
対
策
担
当

ス ケッチ
あだち

共に流す汗が気持ちいい
心身障害者( 児) 体育祭

1
0月
4
日
、
区
内
の
障
害
の
あ
る
方

た
ち
が
集
ま
っ
た
体
育
祭
が
第
四
中
の

校
庭
で
行
わ
れ
、
終
日
歓
声
が
こ
だ
ま

し
ま
し
た
。

こ
の
体
育
祭
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
を
含
め
約
千
人
が
参
加
。1
0
0

競
丐

玉
入
れ
、
パ
ン
食
い
競
走
な
ど
1
7

の
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

篩一
技
開
始
の
ピ
ス
ト
ル
阿
が
鳴
る
た

び
に
、覿
客
席
か
ら
分
ン
バ
レ
」
の
声

援
と
拍
手
が
飛
び
交
い
、
競
技
が
終
わ

る
と
あ
ち
こ
ち
で
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

献血300万人達成!
1
0月
1
3日
、
葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
献
血
考
が
3
0
0
万
人
を
達
成
(
開

設
か
ら
2
5年
目
)
ど
れ
を
記
念
し
て
西

新
井
駅
前
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
一
と
、こ

の
日
窈
万
人
目
と
な
っ
た
沢
田
梢
子
さ

ん
(
島
根
三
丁
目
)
。
沢
田
さ
ん
に
は
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
日
所
・長
に
は
ミ
ス
東
京
二

人
を
迎
え
、
足
な
つ
ぼ
め
幼
稚
園
の
園

児
ら
と
と
も
に
風
船
を
配
り
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
鹿
り
上
げ
ま
し
た
。

区
制
6
0周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

1
0月
9

日

、
区
制
6
0
周
年
イ
ベ
ン

ト
の
ひ
と
つ
と
し
て

、
中
学
生
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た

。

こ
れ
は

、
区
べ
中
学
校
3
9
校
の
生

徒
(
約
1
万
9
F

人
)
を
対
象
に
、
自

分
た
ち
が
学
び
暮
ら
し
て
い
る
郷
十

・
足
立
区
の
将
来
に
つ
い
て

、感
じ
て

い
る
事

、
考
え
て
い
る
事
を
作
文
に

し
て
も
ら
い

、募
集
し
た
も
の
で
す
。

区
長
賁
を
受
賞
し
た
坂
本
育
美
さ

ん
(

第
十
一
中
学
校
3

年
生
)

は
、

一
ま
さ
か
自
分
が

・
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
と
て
も
う
れ
し
い
で
す

」
と
、

肖
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た

。

鹿
沼
市
と
ピ
ン
ポ
ン
交
流

今
年
1
0月
に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん

だ
鹿
沼
市
と
、1
0月
2
5日
、
卓
球

を
通
し
た
交
流
が
ほ
わ
れ
ま
し
k

た
。
鹿
沼
市
は
卓
球
が
盛
ん

な
と
こ
ろ
で
、
ふ
学
生
の
人

会
な
ど
は
い
つ
も
散
百
人
を

超
す
参
加
が
あ
る
ほ
ど
。こ

の
日
は
、
両
都
市
の
職
員
を

含
め
足
立
区
か
ら
両
沢
正
子

さ
ん
(
元
世
界
選
手
隆
優
勝

選
手
)
や
区
内
の
小
学
生
多

田
太
郎
君
(
北
三
谷
小
)
な
ど
の

チ
ビ
ッ
子
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
来
年
は
、
マ
マ
さ
ん
や
子
ど
も
の

交
流
を
進
め
た
い
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

お 馬 さ ん が交 通 安 全 に 一役
10月12日 中川東小学校校庭

お
馬
さ
ん
に
乗
っ
て
交
通
安
令
へ
の

閲
心
を
高
め
よ
う
と
、
人
谷
田
幼
稚
園

の
園
児
と
中
川
柬
小
学
校
の
1
年
生
約
2
0
0

人
が
、
螫
覘
庁
交
通
騎
馬
隊
か
ら
や

っ
て
来
た
1
頭
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
に
、

次
々
と
乗
り
ま
し
た
。

仞
め
の
う
ち
は
こ
わ
ご
わ
の
よ
う
で

し
た
が
、
悁
れ
る
に
つ
れ
て
自
分
の
順

番
が
待
ち
遠
し
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
。

高
い
馬
上
で
隊
員
と
と
も
に
手
を
振
っ

た
り
、
お
母
さ
ん
に
写
真
を
撮
っ
て
も

ら
っ
た
り
余
し
そ
う
で
し
た
。

全
貝
が
乗
馬
体
験
し
た
後
、
子
ど
も

た
ち
の
代
衣
者
が
、λ
中
に
乗
せ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

と
、
お
馬
さ
ん
に

お
礼
の
に
ん
じ
ん
を
あ
げ
ま
し
た
、

手作り絵本
か わ い そ う な 桜

絵 本・さ く ら の 会

「
絵
本
・
さ
く
ら
の
会
」
の

手
配
り
絵
な
麗
川
の
托
色
陂

シ
リ
廴
ス
″
第
三
作
日

確
を

愛
す
る
人
び
と
が
、
終
戦
と
前

後
し
て
消
え
て
し
ま
っ
た
あ
の

「
荒
川
堤
の
五
色
桜
」
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
、
か
つ
て
ア
メ
リ

カ
に
贈
っ
た
桜
を
里
帰
り
さ
せ

た
が
、
根
付
く
こ
と
な
く
枯
れ

て
し
ま
っ
た
昭
和
2
9年
肖
時
の

話
を
情
緒
豊
か
に
つ
づ
っ
て
い

ま
す
。
区
内
の
図
潛
館
で
ご
覧

く
だ
さ
り

現
在
、
触
川
配
目
の
夏
み

が
え
っ
た
陂
」を
製
m
中
で
す
。

今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。
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エイズは予防できる 病気です

STOP

A I D S

「7 ・8 月 の2 ヵ 月 間 だ け で100 人 の 患 者 ・ 感 染

者 か … 。 し か も 、 そ の 約60% は 異 性 間 の 性 的 齠 咄

に よ る 感 染 」( 新 聞 報 道) ― ― 水 面 下 で は1 万 人 を

眉 え るSJ ・ 感 染 者 が 日 本 に も い る と い わ れ て い

る エ4 ズ 。 世 界 で は2000 年 ま で に4, 000 万 人| こ迦

す る と も 予 測 さ 才1て い ま す 。 い ま や 、 だ れ も が 感

疉 す る 可 釐 徃 の あ る 病 気 と な り た エ4 ズ は 、 足 音

も 立 て ず に も の す ご い ス ピ ー ド で 私 た ち の 足j i に

忍 ぴ 寄 り 、 爆 錮 約 に 広 が ろ う と し て い ま す 。 だ か

ら と い つて 、 む や み に 恐 れ た り 、 遇l f 石 だ け で は

問 匯 は 解 決 し ま せ ん 。 私 た ち が 〝 今 〟 し な け れ ば

な ら な い こ と は 、 正 し い 知 皿を 朗 こ つt i 、 誤 賑 か

も う ま れl y 饂 冕 挙 差 鴛 芻 な く し 、 自 ら が エ イ ズ に

立 ち 向 か っ て 行 勦 を お こ す こ とt れ が 私x ごち

自 身 を 、 私 か ち の 家 震 を 、 そ し て 私 た ち が 愛 す る

人 々 を エ イ ズ か ら 守 る こ と に つ な が る の で す 。

エ イ ズ 予 防 月 間
1 1 月 1 6 日 ～ 1 2 月 1 5 日

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」/
1
2

月
1

日
―

―世
界
保
睹
機

閲
(
w
H
o
)

が
世
界
的
レ

ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
撲
滅
多
皀

的
に
定
め
た
日

。

東
京
都
で
は

、
こ
の
2

月
1

日
を
中
心
と

す
る
L
カ

月

間

、1
1月
1
6
日
～
1
2
月
1
5日

ま
で
を
「
エ
イ
ズ
予
防
月
間
」

と
定
め

、
エ
イ
ズ
に
関
す
る

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

つ

て
い
ホ
チ

。

□
エ
イ
ズ
無
料
検
査

都
内

す
べ
て
の

保
健
所

で
、
予
防
月
間
中
。
無
科
で

エ
イ
ズ
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
実
施
日
等
は
各
保
礎
所

へ
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

□
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
イ
ベ
ン

日
時
H

贔

苜
(

日
)
、
午

前
U
時
～
午
後
4
時

場
所

都
民
広
褥
お
よ
び
穆

民
ホ
ー
ル

内
g

無
料
健
康
診
断
、
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
1
2
月
1
5
日
(
火
)
、午

唆
6
時
～
8
時

鳩
所

郡
庁
大
会
議

場―
い
ず
れ
も
―

閥
合
せ
先

都
・
エ

イ
ズ
対
策
靈

(
5
3
2
0
)
4

4
8
5

東京 エイズプロジェクト

●
正
し
く
知
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら

A
I
D
S
(
エ
イ
ズ
)
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

今
回
、
エ
イ
ズ
問
題
を
特
集

す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
意
識
、考
え
か
痔
ち
、

ど
の
程
度
の
知
峨
を
有
し
て
い

る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
ア
ン

ヶ
I

ト
調
杳
蚕
行
い
ま
し
た
。

対
象
は
、
区
の
区
改
モ
ニ
タ

ー
経
験
者
5
0
人
(
以
下
「A
グ
ル

ー
プ
」と
表
記
)
、お
よ
び
都
立

江
北
高
校
2
年
生
8
6
人
(
以
下

「B
グ
ル
ー
プ
」と
辰
配
)
の
計

属
人
。こ
の
う
ち
同
人
(
A
グ

ル
ー
プ
4
2
人
、
B
グ
ル
ー
プ
8
6

人
)
の
方
か
ら
回
答
が
あ
り
ま

し
た
(
回
収
率
9
4
・
1
%
)
。
性

別
の
内
訳
は
男
性
6
3
人
(
A
グ

ル
ー
プ
1
5
人
、
B
グ
ル
ー
プ
4
8

人
)
、
女
性
6
5人
(
A

グ
ル
ー
プ
2
7

人
、
B

グ
ル

ー
プ
3
8
人
)
と

な
っ
て
い

李
す
。

□
あ
な
た
は
エ
イ
ズ
問
題
に
興

味
・
関
心
が
あ
り
ま
す
か

「
非
常
に
あ
る
」
1
4
%
、
「
あ

忌
6
1
%

と

、
合
わ
せ
て
7
5
%

哭

が
。興
味
・
関
心
が
あ
る
'

と
答
え
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
エ

イ
ズ
問
題
に
対
す
る
意
識
の

高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

た
だ
、
グ
ル

ー
プ
別
に
笵
る

と
、「
性
」
に
対
す
る
現
実
思
の

違
い
か
ら
か
、
B
グ
ル
ー
プ
の

方
が
興
味
・
関
心
の
度
合
が
低

く

、
約
3

割
哭

は
あ
ま
ひ
興

味
・
関
心
を
示
し
ま
せ
ん
で
し

た
(

図
1

参
照
)
。

□
あ
な
た
は

、
エ
イ
ズ
に
関
し

て

、
ど
の
ぐ
ら
い
の
知
識
が
あ

る
と
お
考
え
で
す
か

「
全
く
知
ら
な
い
」は
O
人

。

「
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

知
っ
て

い
る
が

、
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
い
」
は
1
7
人
と
少
な
く

、

ほ
ぽ
9

創
哭

が
一
般
的
な
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
知
識
を

持
っ
て

い
る
と

考
え
て

い
ま

す

。で
は

、
そ
の
知
臓
を
I

体
ど

り

ぞ
つ
な
と
こ
ろ
か
ら
槫
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か

。

A
グ
ル

ー
プ
で
ほ
「
テ
レ
ビ
」

と
い
う
回
答
か
や
は
り
最
も
多

く
、
次
い
で

『
新
聞
』
「
雑
誌
」

「
友
人
・
知
人
」「
夫
か
ら

」「
専

門
一

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
B

グ
ル
ー
プ
で

最
も
多
か
っ
た
回

答
は
「
学
校
の
授
業
」
、以
下
「
テ

レ
ビ
」「
雑
陌

「
新
聞
」
「
友
人

・
知
人
」「
専
門
書
」と

続
い
て

い
ま
す
。

□
エ
イ
ズ
Q
&
A

エ
イ
ズ
に
関
す
る
股
間
を
、

左
下
の
と
お
り
9

問
出
題
し
、

○
か
×
で

答
え
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
全
問
正

解
者
は
3
4人

、
8
問
正
解
哭

は
5
8
人
、
7
問
正
解
の
人
は
2
2

人
匚
卜
な
ん
と
9
0
%
近
ぐ
の
人

は
誤

答
が
2

問
以
下

な
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
知
識
が
、
掌
胝

の
高
さ
と
と

も
に
、
か
な
り

高

い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
(
図
2

参
照
)
。

【
正
解
】
Q
1

×
　
Q
2
×

Q
3
×
　
Q
4
×
　
Q
5
×

Q
6
×
　
Q
7
×
　
Q
8
○

Q
9
○

□
あ
な
た
の
身
近
な
人
が
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

と
わ
か

っ
た
と
き
、
あ
な
た
は

ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
と
思
い

ま
す
か

「
予
防
知
識
壼
慴
旡
た
う

え
で
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
に
接

す
る
」
と
答
え
た
人
か
7
0
%
。

逆
に
、「
全
く
接
触
し

な
い
よ
う

に
す
る

」「
あ
ま
り
近
づ
か
な
い

よ
う
に

す
る
」
と
答
え
た
人
は
2
0
%

に

も
遠
し
ま
せ
ん
で

し

た
。

□
エ
イ
ズ
に
関
し
て
、
意
見
や

考
え
、
区
政
に
望
む
こ
と
が
あ

れ
ば
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い

「
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
広
報
紙

な
ど
を
通
じ
て
。
も
っ
と
崎
報

を
流
し
て
ほ
し
い
」「
正
し
い
知

識
を
わ
か
り
や
す
く
李
こ
め
た

小
冊
子
を
作
り
、
各
家
庭
に
無

料
で
配
布
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
、
知
峨
・
情
報
の
提
供
を
求

め
る
声
が
最

も
多
く
、次

い
で
「
気
鰹

に
、し
か
も

さ
め
こ
ま
か

い
対
応
の
で

ざ
る
相
談
窓
口
を
」「
検
査
を
無

料
に
す
る
な
ど
、
も
っ
と
受
け

や
す
い

も
の
に
」
等
、
相
談
・

倹
診
体
制
の
充
実
を
求
め
る
要

望
が
あ
り
声

に
)た
。

ま
た
、「
高
校
生
に
コ
ン
ド
ー

ム
蚩
配
布
す
る
の
は
行
き
過
ぎ

で

は
」「
学
校
教
育
の
中
で
積

極
的
に
取
り

組
ん
で
ほ

し

い
」「
性
教
育
は
。家
庭
の
中

で

、
硯
か
ら
子
ど
も
へ
自
然

に
教
え
る
の

が
良
い
と

思

う
」
な
ど
の
意
見
・
脣
望
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

図1　 グ ループ別の興味・関心度

興味 ・関心
区 政モニター経験者

( A グル ープ)

N=42

興味 ・関心
江北高 校2 年 生
( B グル ープ)

N=86

図2　エ イズQ&A で 間違い の多 かっ た問題

★ エイ ズ ⇒AI DS( Ac qui r ed　I mmune　Def i c i enc y

Syndr ome) = 後 天性 免 疫 不 全症 候 群

★ エイ ズ ウ イル ス ⇒HI V( Human　i mmunodef i c i enc y

Vi r us ) = ヒト 免 疫不 全 ウ イル ス

エ イズQ&A
Q1　 エイ ズは 、男 甦同 性 愛者 特 有の病 気 であ る
Q2　 エ イ ズウィ ル ス感 染 舂の 身体 に 触才I J t xり 、 髮手 をす る と

感 粂 する 魎合 が ある
Q3　 エイカ イル ス感 粂 者と 食申 をし た り 、同じ 負 霜を 使う

と 感 欒す る屬 台 があ る
Q4　 エイ ズウィ ル ス感 染 者と 同じ ト イレ を 使う と睡 染す る 滷

合 が ある
Q5　 エ イ ズウ ィル ス感 染 者とプ ー ル や 風呂 を 共坩 す ると 攜染

す る 籌合 があ る
Q6　 蚊や その 他の 虫 、犬 や猫 や小 鳥 など のペ ット を 看じ て 篳

染 す る 場合 があ る
Q7　 エ イ ズウ ィル ス感 染 者の 汗やl i l 簔で 壙染 す る珊自 が あ る

Q8　 特に 不特定 多 数 の人と 性鈞 搖賍が あ る眉ら 、コ ンド ー ム
を 捏弸 し ない 性 行為 は、 感染 の 危 浹が 非常 に高 い

Q9　 麻 薬 や覚 せい 斯 等の 薬物 乱 用きと の 佳 射諄 や産動 針 の 共
用1ま、感 桑の 勉 渙がり睛Mこ高 い

エ イ ズっ て

なあに?

エ
イ
ズ
は
、
私
た
ち
の
か
ら

だ
を
病
気
か
6

守
っ
て
い
る
免

疫
力
(

体
の
抵
抗
力
)

を
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス

が
破

壊
し

、無

防

伽
な
状
態
に
し
て
し
ま
う
男
餓

で
す
。

エ
イ
ズ
ウ
ぶ

ス
に
感
染
す

る
と
、
取
週
間
以
内
に
風
邪
の

峇
7

な
尼
状
が
出
る
こ

と
も
ゐ

り
ま
万
が

、大
多
数
哭

に
は
、

潜
伏
期
間
と
い
わ
れ
る
数
カ
月

～
1
0
年
以
上
も
の
間
、足
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
感
染
者
の
う
ち
5
0
%

の
方
は
、
旧

年
以
内
に
エ
イ

ズ
と
し
て

発
病
。
健
康
な
と

き

に
は
か
ら
だ
の
中
に
入
っ
て

も

軻
気
を
起
こ

さ
な
い
ぶ
7

な
弱

い

病
原
菌
に

も
抵
抗
力
を
失

い
、
カ
リ
ニ
肺
災
や
カ
ボ
ジ
肉

臑
、
カ
ン
ジ
ダ
足
な
ど
の

病
気

を

併
発
し
ま
す
。そ
し
て
、発
病

後
3
年
以
内
に
。
7
5
%
以
上
の

方
か
死
亡
し
て
い
る
の
で
す
。

どうやって

うつるの?

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に

血
順
や
精
液
、
膣
の
分
泌
順
に

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

営

の
も
の
が
感
染
源
と
な
っ
て

。

粘

膜
や
傷
口
か

ら
感
染
し
ま

す
。主

な
S

染
経
路
は
、
次
の
3

つ
で
す
。

①
感
染
し
て
い
る
人
と
の
性
行

為
・・
・
い
ま
最
も
多
い
尽
染
の

し
か
た
で

す

②
感
染
し
た
母
親
か
ら
赤
ち
ゃ

ん
へ
の
感
戀

母
子
感
染
T

妊
娠
中
や
出
題
時
に
蓐
染
す

る
珊
合
が
あ
り
ま
す

③
感
染
し
て
い
る
人
と
の
注
射

器
の
回
し
打
ち
・・
・
麻
凛
、
覚

せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
羃
用
者

が
嶇
染
す
る
ま
な
原
因
と
な

っ
て
い

ポ
ヂ

※
現
在
、
愉
血
用
血
液
や

血
液

裂
剤
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ
ル
ス

検
査
、
加
熟
処
理
等
の

爽
屬
に

よ
っ
て

安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の

で
、
心
配
あ

り
ま
せ

ん
。

治 療 法は
あ る の?

発
問
を
遅
ら
せ
た
り

、
症
状

黔
嶇

く
す
る
薬
は
で
き
て
い
る

も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
エ
イ

ズ
に
対
す
る
良
定
的
な
治
療
方

法
は
あ
口
ま

せ
ん
。
ま
た
、
近

い
将
来
の
ワ
ク
チ
ン
(

鴫
染
を

防
止
す
る
薬
)
の

奥
用
化
も
難

し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し

。
エ
イ
ズ
は
、
ウ
ィ

ル

ス
の
感
染
力
か

冊
い
う
え
、

感
染
経
路
が
限
ら
れ
て
い
る
の

で

。そ
の
隰
染
を

「
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
」

病
気
な
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
叺
が
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
。
行
助

す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
恩
染
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち

が

気
を
つ
け
な
け
れ
ぱ
な
5

な
い

主
な
こ
と
は

、
次
の
と
お
り
で

す
。

□
セ
イ
フ
・

セ
ッ
ク
ス

▽
セ
ッ
ク
ス
す
る
と
掏
ほ
コ
ン

ド
ー
ム
を
哽
用
す
る
。
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
に
鵬
染
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
外
見
か
ら

で
は
わ
か
叭
な

い
か
ら
で
す

▽
セ
ッ
ク
ス

ーバ
ー
ト
ナ

ー
を

信
頼
で
き
る
人
に
限
定
す
る

▽
不
特
定
多
取
の
人
と
の
性
行

為
は
避
け
る

▽
売
買
譽
は
行
わ
な
い

▽
肛
門
性
交
な
ど
出
血
を
伴
う

よ
う
な
激
し
い
セ
ッ
ク
ス
は

し
な
い

□
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
に
手
を
出

さ
な
い

注
射
器
と
注
射
針
の
共
用
お

よ
び
回
し
打
ち
は

、
エ

イ
ズ
慝

染
原
因
の
ひ
と
つ
で

す

。

もし かしたらと

不安になったら

エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
も

、
す

ぐ
に
発
痾
す
る
わ
け
で
は
あ
n

ま
廿
ん

。
医
師
の

も
と
で
適
肭

な
助
言
や
治
療
岑
憂
け
れ
ぱ

、

発
病
を
遅
ら
せ
る
こ
と

も
で
き

る
の
で

す
。も
ち
ろ
ん

、学
校
や

職
場
な
ど
の
日
常
生
活

も

。
今

ま
で
ど
迴
a

柄
け
ら
れ
ま
す

。

扇
染
が
心
配
な
と
き
は

、
一

人
で

悩
ま
ず
に

。ま
ず
相
鮫
を

。

電
話
相
談
は

、
都
内
の

各
保
健

所

、
都
立
軻
院

、
都
・
エ
イ
ズ

対
策
室
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た

、
エ

イ
ズ
検
査
は
血
液
夸
少

量
採
る
だ
け
の
も
の
で

、
都
内

の
歹
べ
て
の
保
偈
所

、
都
立
鰐

院
等
で

受
け
ら
れ
ま
す

。
保
健

所
の

検
盃
は
匿
名
で

受
け
ら

れ

、
費
用
は
千
咄
円
で

す
。

足
立
区
で
は

、
電
話
相
談
お

よ
ぴ
エ
イ
ズ
倹
査
を

、
呎
の
と

お
り
行
つ
て
い
ま
す

。

□
電
話
相
談

日
時

月
曜
日
L

金
曜
日
(

祝

日

を
除
ぐ
)
、午
前
9
時
～
午

俊
5
時

電
話
達
枯
先

左
表
の
と
お

り
□
エ
イ
ズ
検
査

日
時

一

話
で

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

買
用

千
劔
円

鳩
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
・
千
住
保
健
所
(
左
贇
)

保健 所等一 覧

図3　 感染原因別患者・感染者数推移

※ 凝固 因 子製 剤に よる も のを除 く 。

エ
イ
ズ
対
策
成
功
の
鍵
は
?

中
央
本
町
保
健
相
談
所
長

細
川
え

み
子

最
初
エ
イ
ズ
は
男
性
同
性

愛
者
の
間
で
発
見
さ
れ

、
そ

の

後
麻
薬
中
毒
者
な
ど
に
広

か

っ
た
た
め

、「
特
殊
な
人
た

ち
の
鍔
気
だ
」
と
い
う
誤
解

か

生
ま
れ
ま
し
た

。

し
か
し

、
現
在
の
日
本
で

の
エ
イ
ズ
の

思
染
経
路
は

ほ
と
ん
ど
が

異
畦
間
性
交

に
な
っ
て
き

て
お
り
、
感

染
者
の
奴
も
急
増
し
て
い
ま

す

。
つ
ま
り

、
性
的
に
活
発

な
人
は
だ
れ
で
も
蓐
染
す
る

可

能
性
が
あ
る
鍔
気
な
の
で

す

。エ
イ
ズ
対
策
を
強
力
に
進

め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
今

、

エ
イ
ズ
に
対
す
る
差

別
や
飼
見
が
効
果
的

な
対

策
澂

困
難
に
し

て
い
ま

す
。

例
え

ぱ
、
医
療
機

関
も
エ
イ
ズ
感
桑
者

壹
酲
犀
す
る
こ
と
で

他
の
墨

哭

ん

か
逃
げ
て
い

く
と
思
え
ば

、
経
営
を
考
え

て

診
療
を
拒
否
す
る
で
し
ょ

う

。
ま
た

。
あ
な
た
が
も
し

感
染
の
疑
い
を
S
じ
て
も

、

検
査
を
受
け
て

結
果
が
陽
性

と
分
か
っ
た
途
端
に
社
会
か

ら
排
除
さ
れ
る

危
険
が
あ
れ

ば

、
検
査
を
受
け
た
い
と
は

思
わ
な
い
で
し
ょ
う

。

こ
う
し
て
慝

染
者
も
自
寛

し
な
い
ま
ま

、
ま
た
は
感
染

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
不

安
を
抱
え
た
ま
ま

、
発
祠
予

防
の
医
家
も
受
け
ら

れ
ず
に

生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す

。

感
染
者
の
推
定
数
は
約
1

万
人

。
こ
の
人
た
ち
か

地
域

社
会
で
必
妥
な
医
療
や
援
助

を
受
け
な
か
ら
生
活
で
き
る

こ
と
が
、
エ

イ
ズ
対
策
を

嵎
功
さ
せ
る

鍵
(
か
ぎ
)

な
の
で
す
。

そ
の
た
め

に

疣
な
た
に
て

き
そ
こ

と

は

、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ

け
て
愚
染
か
予
防
す
る
だ
け

で
な
く

、
エ
イ
ズ
と
闘
っ
て

い
る
思
染
者
や
思
者
に
対
し

て
傴
か
い
社
会
を
作
っ
て
い

く
こ
と
な
の
で
す

。

エイズはこのような日常的
接触では感染しません
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年

金

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納

め
や
す
い
毎
月
納
付
で
す
。
各

月
の
吶
關
限
は
、
翌
月
の
末
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

H
月
分
の
保
険
料
の
納
期
限

は
1
2月
3
1日
で
す
。
お
近
く
の

銀
行
、
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機

関
お
よ
び
区
民
事
務
所
で
お
早

め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
木
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

応
援
し
ま
す

あ
な
た
の
年
金

国
民
年
金
推
進
貝
は
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
年
金
に
対
す
る
不

安
・
疑
問
に
お
答
え
す
る
た

め
、平
日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
曜
・
祭
日
・
夜
間
も
活
動
し

て
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
1
2
月
2
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え

ま
す

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

き
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手

帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
陣
客
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、各
種

の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
手
帳
で
す
。障
害
(
視
覚
。

聴
覚
、平
衡
機
能
、音
声
、言

語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、肢
体
不

自
由
、心
臓
、腎
臓
、呼
吸
『

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
機
能
』

の
程
度
に
よ
り
、―
～
6
級
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

手
帳
の
交
付
に
必
要
な
診
断

翕
(
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

の
費
用
の
う
ち
一
部
(
内
部
障

害
は
3
千
円
、
そ
の
他
の
障
害

は
2

千
円
が
限
度
)
は

、
区
が

補
助
し
ま
す
。

な
お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補

装
具
、
日
常
生
活
用
具
等
の
給

付
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す

。

申
請
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
I
)

□
愛
の
手
帳

精
神
灣
弱
者
(

児
)

の
方
が

各
種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
手
帳
で
す

。
障
害
の
鰉

度
で
1
1
4

度
に
区
分
さ
れ
ま

す

。

申
請
・
問
合
せ
先

▽
1
8
歳
以

上
の
方
・
:
都
・
心
身
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
S
(
3
2
　
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳

未
満
の
方
…
都
・
足
立
児
童

相
談
所

昔
(
3
8
5
4
T

※
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次

の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
福

祉
事
務
所
へ
必
ず
届
け
出
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
住
所
を
変
更
し
た
と
き

▽
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

▽

死
亡
し
た
と
き

▽
手
帳
を
紛

失
・
破
損
し
た
と
き

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)
へ
。

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

し
て
、
理
学
療
法
上
、
作
業
療

法
士
、
n
護
婦
、譫
語
療
法
上
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談

に
応
じ
ま
す

。

体
の
不
自
由
な
方
に
便
利
な

器
具
の
紹
介
も
し
ま
す
。お
気

軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
1
9
一
月
3
日
(
木
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

千
住
保
健
所

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約
ま
た
は

当
日
直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

a
(
5
6
8
2
)
I
D
3
7
0

今
月
は
福
祉
手
当

(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当

、
障
害
児

擂
祉
手
当

、
福
祉
手
当
(

経
過

措
置
分
)

受
給
者
の
方
は
、
今

月
が
定
例
払
月
で
す

。
m
一
日
ご

ろ

、
届
け
出
の
預
金
口
座
に
手

当
(
8
8
1
0

月
分
)
を
振
り
込

み
ま
し
た

。
各
金
融
機
関
で
支

払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
牟

住
)

。

障
害
福
祉
係

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
。
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

か
な
保
母
が
育
威
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
す
こ

や
か
な
成
長
の
た
め
に
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町

4
ム
J
1
2
3
)
:磁
週
月
・

木
曜
日

さ
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
　

2
9
-
6
了
毎
週
水
・
金
曜
日
　

豐
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
-
　

1
1
0
)
:
峪
週
火
・
土
曜
日
　

啻
(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
児
童
助
成
係

お 友 だち が 待 っ てい る よ!

税

金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
4
年
度
お
よ
び
平
成
3

年
度
以
前
の
区
・
都
民
税
を
納

め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

税
金
を
理
由
な
く
滞
納
す
る

と
、
高
率
(
年
1
4・
6
%
)
の

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
財
産
の
差
押
処
分
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
。不
利
益
と

な
り
ま
す
。
お
早
め
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
事
情
の
あ
る

方
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
に
納

税
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

募

集

平
成
5
年
4
月

入
園
の
保
育
園
児

平
成
5
年
4

月
に
、
保
育
園

入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す

。

受
付
期
関
1
9
一
月
1
日
～
1
5
日

受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
平
成
4

年
度
分
庄
民
税
額

が
わ
か
る
も
の
(

納
税
通
知

書

。特
別
徴
収
税
額
通
知
窿

、

課
税
証
明
魯
)

▽
平
成
3

年
分
所
得
税
が
わ

か
る
も
の
(

な
お

、
平
成
4
　

年
分
所
得
税
が
確
定
し

だ

い
、
平
成
4

年
分
の
も
の
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
)

▽
平
成
4

年
度
固
定
資
産
税

を
証
明
す
る
澹
類
(

課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
み
)

▽
印
か
ん

※
な
お
一
部
指
定
園
で
は
、
産

休
明
け
か
ら
の
O
歳
児
保
育
を

し
て
い
ま
す
。

※
本
年
中
の
入
園
に
つ
い
て
の

相
談
・
申
請
は
、
随
時
、
各
福

祉
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)
へ
。

公
立
保
育
園

臨
時
職
員
募
集

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
6
0
歳
く

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
区
立
各
保
育
園

勤
務
職
種
、
時
間
お
よ
び
黄
金
　

▽
産
休
・
病
欠
代
替
職
員
・
-
・
　

午
前
8

時
3
0分
～
午
後
5

時

1
5分
、
時
給
8
2
0円

▽
特
例
保
育
保
母
・
:
午
前
7
　

時
3
0
分
～
9

時
3
0分
お
よ
び

午
後
4

時
I
6

時
(

ど
ち
ら

か
で
も
可
)
、
時
給
8
7
0円

交
通
S

交
通
機
関
利
用
者
の

み

、
1
日
鬻
円
ま
で

実
費
支

給
寮
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す

。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　

♀

住
)
・
保
育
第
一
係

表1 福祉 事務所一覧

新 庁 舎
ア ラカ ルト
サンク ンガ ー デン

「
サ
ン
タ
ン
ガ
ー
デ
ン

」

は
、
直
訳
す
る
と

「
沈
ん
だ

庭
一
で
す

。
こ
の
庭
園
は

、

高
層
楝
の
北
側
壁
面
に
地
上
2

階
、
地
下
1

階
の
約
1
4
″

の
高
さ
か
ら
水
が
滝
状
に
流

れ
落
ち
る
山
水
庭
園
で
す
。

申
層
棟
と
高
屑
棟
と
の
連
結

部
分
の
ガ
ラ
ス
の
大
部
屋
の

中
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

中
駲
楝
の
I
階
ロ
ビ
ー
か

ら
眺
め
る
と
、
頭
上
か
ら
あ

ふ
れ
た
水
が
段
床
を
越
え

て
。
足
下
の
滝
つ
ぼ
へ
と
流

れ
落
ち
る
様
子
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

こ
の
庭
園
を
設
置
す
る
目

的
は
、
区
の
シ
ン
ボ
ル
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
「
水
と
緑
」
を

表
わ
し
、
訪
れ
る
人
に
心
の

や
す
ら
ぎ
を
提
″
'す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
光
を
地
下
部

分
へ
も
十
分
に
送
り
込
む
こ

と
に
よ
り
、
地
下
階
を
閉
鎖

性
か
ら
解
放
し
。
職
員
の
事

務
効
率
の
向
上
を
図
っ
た

り
、
併
せ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
な
ど
に
も
役
立
て
ま

す
。「
サ
ン
タ
ン
」
は
。「
太

暘
く
ん
」
の
庭
と
お
ぼ
え
て

く
だ
さ
い
。Λ

庁
舎
建
般
室
▽

ご
協
力
く
だ
さ
い

環
境
に
つ
い
て
の

意

識

調

査

1
2月
3
日
か
ら
、
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
様
式
に
つ
い

て
面
接
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
様
式
を
環
境
に

や
さ
し
く
し
て
い
た
だ
く
の

に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
ほ
う
も
の
で
す
。

調
査
鬪
が
お
宅
を
訪
問
し

ま
す
。
ご
迷
愿
で
す
が
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い

。

期
間
1
9
一
月
3
日
～
1
8
日
　
　

呈
・
日
曜
日
を
含
む
)

対
象

伊
興
・
柬
伊
興
地
区

か
ら
約
手
世
帯
を
抽
出

寮
調
査
結
果
は
、
統
計
処
理

し
た
数
磑
の
み
活
用
し
、
個

人
の
ご
意
見
を
公
表
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

坿
水
と
緑
の
公

社
・
環
境
保
全
課

昔
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

掲
示板

□
私
立
保
育
園
の
職
員
募
集
　

来
春
、短
大
・
保
母
学
校

を
卒
業
す
る
方
。資
格
を
持

f
i
t
f
が
ら
家
庭
に
い
る
方
。

資
格
は
な
い
が
保
育
園
で
働

き
た
い
と
思
う
方
。ぜ
ひ
ご
s

募
く
だ
さ
い

。

職
種

保
母
、
調
理

、
用
務

年
齢
2
0

歳
か
ら
4
5
歳
く
ら

い
ま
で

給
与
▽
正
職
員
・
:
都
職
員
　

給
与
に
凖
ず
る
▽
パ
ー
　

ト
・
:
時
給
讎
円
～
9
0
0
円

申
込
方
法

履
歴
書
を
郵
送

申
込
・
問
合
せ
先

私
立
保

齊
園
連
合
会
事
務
局
'
(濆

水
保
育
園
)

〒
1
2
3西
新

#
4
-
2
-
I

昔
(
3
　
8
9
9
)
8
0
4
0

□
1
1
月
は
、
個
人
事
業
税
第
2

期
分
の
納
期
で
す

8
月
に
お
送
り
し
た
納
付

婁
で

、
1
1
月
3
0
日
ま
で
に
お

近
ぐ
の
金
融
機
関
、郵
便
局
、

都
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務

所

霓
3
8
8
2
)
2
1
　
-

―

□
申
告
所
得
税
の
第
2

期
分

は

、
1
1
月
3
0日
ま
で
で
す
　

納
付
が
遅
れ
ま
す
と
延
滞

税
が
つ
き
ま
す

。
お
近
く
の

金
融
機
関

、
税
務
習
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
便
利
な
振
替
納
税

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。
振
替

納
税
の
申
し
込
み
は
金
融
機

関
へ
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
　

さ
(
5
6
1
6
)
2
7
2
　
2

、
西
新
井
税
務
署

昔

(
3
8
4
0
T
1
1

□
東
京
都
最
低
賞
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

H
月
1
2日
か
ら

、
東
京
都

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た

。
都
内
の
使
用
者
は

、
こ

の
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金

で

、
労
働
者
(

臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
)

を
使
用
で
き
ま
せ
ん

。

日
額
4

千
7
6
2円

時
間
額

剛
円

く
わ
し
く
は

、
足
立
労
働

基
準
監
督
署

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

へ
。

□
視
覚
障
害
の
あ
る
幼
児
・

児
童
の
募
集

筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
に

平
成
5

年
度
入
学
の
幼
児
・

児
童
を
募
集
し
ま
す

。

募
集
人
数

▽
幼
稚
部
年
少

組
(
3

・
4

歳
児
)
・・・
5
　

人

▽
小
学
部
1

年
盲
学

級
・・・
7
人
、
弱
視
学
級
・
:
　

若
干
名

▽
各
学
年
転
入

盲
学
級
・
弱
視
学
級
・
:若

干
名

出
願
期
閭
1
9

一
月
1
0日
～
1
8

入
学
選
考

平
威
5

年
1
月

2
6日

く
わ
し
く
は

、
筑
波
大
学

附
禹
盲
学
校

昔
(
3
9
4
3
)
5
4
2
1

へ
。

□
人
権
週
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ

う

」

日
時
1
2

月
5

日
(
土
)
、
午

後
1

時
3
0
分
～
4

時
3
0
分

場
所

中
央
区
立
中
央
会
館

(
中
央
区
銀
座
2
1
1
5

‘

1
6
)

定
員

鰯
人
(

先
椨
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法
(

ガ
キ

に
住

所

。
氏
名
を
明
記
(

整
理

券
を
お
送
り
し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

法
務
省

人
権
擁
護
局
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
係

〒
1
0
0
千
代
田
区
靂

が
関
1
-
1
1
1

昔

(
3
5
8
0
)
4
1
1
1

□
人
権
週
間
「
講
演
と
映
画

の
集
い
」

日
時
1
2
月
1
0
日
(
木
)
、午
　

後
1
時
1
0
分
～
4
時

堤
所

大
田
区
民
会
館
(
大

田
区
池
上
1
-
1
4
1
1
)

内
容

▽
同
和
問
題
啓
発
映

固
「
心
み
つ
め
て
」

▽

調
演
「
生
命
の
感
受
性
」

(講
師

落
合
恵
子
氏
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

東
京
法
務
局
人

権
擁
護
部

讐
(
3
2
1
　
4
)
6
2
3
1

□
活
か
し
て
欲
し
い

あ
な

た
の
Iフ
イ
セ
ン
ス

再
就
業
看
護
婦
等
講
習
会

日
時
1
月
2
6
日
～
2
月
4
　

日
、
午
前
1
0時
～
午
唆
4
　

時
場
所

東
京
都
衛
生
局
研
修

セ
ン
タ
ー

対
象

保
健
婦
、
助
産
婦
、

看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
資

格
を
持
ち
、
就
職
を
希
望

す
る
方

定
員
3
5
人

費
用

無
料

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
資
格
を
明
記

申
込
期
限
1

月
9
日
必
普

申
込
・
問
合
せ
先

都
衛
生

局
黯
護
課

〒
旧
-
0
1新

宿
区
西
新
宿
2
1
8
1
1
　

豐
(
5
3
2
0
)
4
4
4
4



1992 年( 平成4 年) 11 月25 日 あ だ ち 広 報 第980 号( 7)

教

育

上
総
湊
健
康
学
園

平
成
5
年
度

入
園
児
童
募
集

上
総
湊
健
康
学
園
(
千
葉
県

富
津
市
湊
7
7
3
)
は
、
房
総
半
島

の
恵
ま
れ
た
自
然
の
巾
に
あ
る

耻
嶌
匹で
唯
一
の
貨
寮
制
の
区

ひ
ふ
学
校
で
す
。

こ
の
学
園
は
。
規
則
正
し
い

集
団
生
活
を
と
お
し
て
児
童
の

健
康
回
復
を
図
り
な
が
ら
、
学

力
増
進
を
め
さ
す
日
的
で

、
昭

和
2
5年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
3
千
鷏
人
以
上
の
児
岷

が
卒
園
し
、
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

授
業
内
容
は
、
区
内
の
小
学

校
と
全
く
同
じ
で
、
少
人
数
学

級
の
特
性
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
佃
性
を
尊
咀
す
る
た
め
。

児
慙
は
仲
び
の
ぴ
と
し
て
明
朗

活
発
で
す
。
寮
で
は
保
ほ
が
税

代
わ
り
と
な
り
、
臨
か
い
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
身
の
回
り

の
世
話
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た

料
護
婦
が
常
に
い
ま
す
の
で
、

病
気
に
な
っ
て
も
心
配
い
り
ま

せ
ん
。

「
田
植
え
・
稲
刈
り
」「
つ
り

大
会
」「
も
ち
つ
き
大
会
」等
の

楽
し
い
行
事
で
い
っ
ば
い
で

す
。こ

の
機
会
に
学
園
に
入
園
し

て
、
肖
い
溽
、
笑
し
い
緑
。
そ

し
て
澄
み
き
っ
た
空
気
の
中
で

健
康
回
復
を
図
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
今
年
度
に
つ
い
て
も
人

園
で
き
ま
す
。

対
象

小
学
3
年
生
か
ら
6
年

生
の
次
の
児
竜

ワ
ぜ
ん
息
に
か
か
っ
て
い
る

▽
肥
満
で
運
動
嫌
い

▽
偏
食
が
あ
る

▽
虚
弱
で
あ
る

費
用

月
額
2
万
円
(
食
事
代

・
教
材
費
等
)

※
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
減
額

・
免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

申
込
手
統

現
在
通
学
し
て
い

る
学
校
の
担
任
・
養
護
の
先

生
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

平
成
5
年
1
月
2
9
　

日
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

校
外
学
園
係

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、

言
葉
が
お
そ
い
、
落
ち
着
き
が

な
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育

上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の

柑
談
‥
nが
問
題
の
解
決
に
あ
た

り
ま
す
。

□
面
接
相
談

次
の
3
ヵ
所
の
相
談
室
で
行

つ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
受
付

は
、ほ
週
月
～
金
曜
日
の
午
前

9
時
～
午
後
5
時
、電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

▽
綾
瀬
分
室
(
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ

内
)

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

▽
鹿
浜
分
室
(
北
啀
浜
ふ
学
校

内
)

昔
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
に
よ
る
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日
、午
前
9

時
～
午
後
5
時
、
教
育
セ
ン
タ

ー
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

昔
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

規 則正 し い 生 活で 、 み んな 健 康に

道
路
・住

ま
い

住

宅

改

良

(リ
フ
ォ
ー
ム
)

資
金
を
一
部
助
成

足
立
区
に
1

年
以
上
お
住
ま

い
で

、自
己
用
住
宅
(
マ
ン
シ
ョ

ン
専
用
部
分
を
き
む
)

を
改
修

す
る
方
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共

用
部
分
を
改
修
す
る
管
理
絎
合

(マ
ン
シ
ョ
ン
区
分
所
有
者
で

構
成
)

が
、
区
指
定
の
金
融
機

関
か
ら
改
修
資
金
を
借
り
入
れ

た
場
劭

、
借
入
額
の
1
0
%
を
助

成
し
ま
す

。

助
成
限
度
額

▽
自
己
用
仕
宅
改
修
(
増
築

。

一
部
改
築
を
含
む
)
・
:
4
4万

円

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
分
改

修
(

外
曜
塗
装
、
屋
上
防
水

加
工

、
紿
排
水
管
取
防
)
、
駐

眼
施
設
の
設
置
等
)
・・・
管
理

組
合
員
主
尸
あ
た
り
5
万
円

※
新
築
、
全
部
改
築
は
、
助
成

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

。
ま
た
、

必
ず
工
事
桍
工
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
企‥

♀

仕
)
・
ま
ち
つ
く
り
課
事

業
第
一
係

足
立
区
環
境

整
備
指
導
要
綱

の
一
部
改
正

駐
車
場
問
題
の
解
消
の
た

め
、
集
合
住
宅
に
対
す
る
駐
車

場
附
置
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

施
行
は
平
成
5
年
2
月
1
日

か
ら
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
木
庁
舎
(
千

住
)
・
開
発
指
導
係
へ
。

住
居
表
示
板

の
取
り
替
え

住
居
表
示
済
み
の
地
域
の
建

物
に
取
り
付
け
て
あ
る
「
町
名

街
区
表
示
皈
一「
住
居
番
号
表
示

磐
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
プ
レ
ー

ト
)
の
古
い
も
の
、破
損
し
た
も

の
の
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

対
象
地
域

綾
瀬
一
～
七
丁

目
、柬
綾
瀬
一
～
丁
目
、

東
和
～
五
丁
目
、中
川

～
五
丁
目

プ
レ
ー
ト
取
替
期
間
1
1

月
中

旬
1

平
成
5

年
2

月
末

氷
作
業
は
、
区
で
委
託
し
た
業

者
(
区
の
腕
章
を
つ
け
て
い
ま

す
)

が
行
い
ま
す

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
担
当

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

仕
事
と

経

営

求
人
・
求
職
は

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
へ

動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は

、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求

人
・
求
職
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ

て
い
ま
す
。

□
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

簡
単
な
手
仕
甲
を
希
望
す
る

求
職

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
事
業
主
の
方
で
、
家
庭
で

で
き
る
簡
単
な
手
仕
事
な
ど
、

内
職
に
適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
家
庭
で
内
職
を
し
た
い
方
…

求
人
票
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す
。
条
件
に
合
っ
た
仕
事
が

あ
れ
ば
紹
介
し
ま
す

▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た
い

方
…
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
の
汲

職
を
希
望
す
る
方
に
は
、
自

由
に
ほ
Iる
こ
と
が
で
き
る
求

人
公
開
カ
ー
ド
を
備
え
、
パ

ー
ト
職
業
相
談
・
紹
介
に
応

じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い

場
所
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
う

綾
瀬
I
-
　
3
4
-
7
-
1
0
2

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

内昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4

12月1 日～25日

一
人
ひ
と
り
の
愛
の
手
で

共
に
明
る
い
お
正
月

《
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
》
目 標 額1, 200 万 円

くわしくは、
社会福祉協議会

3888- 1550へ

2 月 分 の利 用案内
●伊豆 高原あだち 荘
●湯 河原あ だち 荘
●日 光・塩 原林 間学園
●鹿 沼野外レ クリ エ

ーショ ン センタ ー

議

会

区

議

会

第
4
回
定
例
会

区
議
会
第
4
回
定
罔
会
本
会

議
が
開
か
れ
ま
す
。

日
時
1
2
月
1
・
2
・
3
・
1
0
　

・
1
7日
、
午
後
1
時
か
ら

※
1
2月
1
日
に
は
、
開
会
前
の

議
場
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

問
合
せ
先

木
庁
舎
♀
庄
)
。

区
議
会
事
務
局

甲
込
方
法

表
3
の
公
社
施
設

で
販
売
(
4
0円
)
す
る
所
定

の
申
込
(
ガ
キ
に
、
利
用
施

設
名
・
利
用
希
望
月
日
(
第

3
希
望
ま
で
呵

休

館
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
)
等
の
必
要
事

項
を
記
入
し
、
表
3
　

の
公
社
施
設
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
(
I
グ

ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り

ま
す
)

※
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
(

ガ
キ
申
し
込
み
は
、

宿
泊
棟
の
み
で
す
。
バ

ン
ガ
ロ
ー
、
常
設
テ
ン

ト
、
幕
宮
地
は
、
平
成
5

年
4
月
ま
で
閉
設
と

な
り
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
1
2
月
1
日
～
1
0
日
　

必
着

抽
選

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
当
選

・
落
選
を
決
定
。
結
果
は
1
　

月
上
旬
に
返
信
(
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

受
付
当
選
者
は
1
月
5
日
～
　

1
0日
ま
で
に
衣
3
の
公
社
旒

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な

り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用
法

▽
抽
選
浚
の
空
き
室
の
申
し
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第

2
金
曜
日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1
」
端
末
機
で
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施

設
で
も
直
接
受
け
付
け
し
ま

す
。

▽
電
話
一
約
は
第
3
金
曜
日
か

ら
、
公
社
の
各
施
設
で
受
け

付
け
ま
す
。

▽
1
2月
分
の
空
き
室
利
用
は
、

表
3
の
各
公
社
施
設
で
受
け

付
け
て
い
ま
す

。
ま
た

、1

月
分
は

、
窓
口
…
1
2
月
H

口
か
ら

、
電
話
・
:
1
2月
1
8

日
か
ら
受
け

付
け

ま

す
。

※
予
約
哄
3

日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
。

※
施
設
利
用
の
申
し
込
み

は
、
利
用
日
の
3
日
前
ま
で

で
き
ま
す
。

表2 各施設の利用案内

表3 公社施設一覧表

お す す め し ま す

税 金 や 保 険 料 の
納 付 は 口 座 振 替 で

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座

振
時
が
便
利
で
す
。
口
座
振

替
を
利
用
し
ま
す
と
預
金
口

座
か
ら
納
朗
ご
と
に
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
、
納
め
に

行
く
手
間
が
省
け
た
い
へ
ん

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法

預
金
通
帳
と
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

冉
を
持
っ
て
予
続
き
し
て

く
だ
さ
い

申
込
先

銀
行
・
信
川
金
庫

・
農
業
協
同
組
乙
[・
ろ
う

き
ん
等
金
融
機
関
(
郵
便

局
を
除
く
)
、区
役
所
担
当

課

、
各
区
民
事
務
所

問
合
せ
先
▽
納
税
課
・
l
　

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1
　

▽
国
民
健
康
保
険
課
さ
　

(
3
8
8
0
)
5
1
3
`
j
　

▽
国
民
年
金
課
霓
3
8
　
8
0
)
5
1
6
1

(い
ず
れ
も
中
央
木
町
庁

舎
)
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す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

屋
外
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

1
2月
1
日
オ
ー
プ
ン

ほ
ち
に
ま
っ
た
区
内
初
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

か
、
い
よ
い
よ
1
2月
1
日
オ
ー
ブ
ン
し
ま
す
。
み

ん
な
で
す
い
す
い
楽
し
く
す
べ
り
ま
し
ょ
う
。

《 利 用 案 内 》

ぞ利 用 で き る の は、3 歳 以 上 の 方 から で す 。

リ ン ク の 広 さ は 約 了00㎡ で す

オ
ー
プ
ン
記
念

1
1月
2
9・
3
0日
　
無
料
開
放

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
H
月
2
9・
3
0凵
の
両

日
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
を
無
料
聞
放
し
ま

す
。お
誘
い
劭
わ
せ
の
上
、ご
利
用
く
だ
さ
い

。

利
用
時
間

午
前
1
0時
I
午
後
5
時
(
雨
天
中

止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
)

※
た
だ
し
、
行
靴
料
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

東
綾
瀬

3
-
4
-
l
a
(
5
6
1
6
)
2
5
0
0

西部障害 福祉総合セ ンター

の愛 称が決 まり ました
ウ エ スト ウエ ーブ
( と ん が り ぼ う し)

西
部
障
筈
擂
祉
総
角
セ
ン
タ

ー
の
愛
称
が
[
ウ
エ
ス
ト
ウ
エ

ー
ブ
ヘと
ん
が
り
ぼ
う
し
ご

に

決
ま
り
ま
し
た

。

こ
れ
は

、

。足
早
く
開
設
し

た
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
が
「
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー

ブ
」

と
鰕
つ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

東
西

。
体
と
な
っ
て

障
害
者
福

祉
の
前
進
を
図
っ
て

い
く
た

め
、
地
域
と
利
刷
者
の
合
意
を

得
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。

-ウ
エ
ー
ブ

」
に
は
セ
ン
タ

I
か
ら
地
域
に
福
祉
の
新
し
い

波
を
起
こ
し
て
い
く
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
と
ん
が
り
ぼ
う
し
」

は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
特

徴
で
あ
る
と
ん
が
り
屋
根
を
象

徴
し
、一
と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー

ニ
バ
ル

」
等
で
も
親
し
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
合
わ
せ
て
用

い
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

西
部
障
害
福
祉
総

附
セ
ン
タ
ー

゛
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

情 報 コ ー ナ ー
「あ い ネ ット21 」で

テニス・野球場の予約を!

平 成5 年2 月 分 から
、

テ ニ ス ・ 野球 場 の 空き
施 設 予 約 ができ ま す

● 加入 ・申 込等く わしく は本 庁舎( 千 住) ・広 報課あい ネット21 担当 へ 　3882・1111㈹

青 年 セ ン タ ー の 催 し

連 続 講座/ 第6 回 世 界と 出 会う

世 界 と日 本 の 動き と そ の 背景 に
つ い て 、最 新 の 情 報を お 伝え す る
連 続 講 座の 最 終同 で す 。
日時12月10日( 木) 、午後7時～　

9Fiか
講 師 柴 田 敬 三氏( ほ ん の木 代 表

取 締 役)
定員40 人( 先 譱順)
費 用 無 料
申 込 方法 電 話

日時12月16日( 水) 、午前10時～　
正 午

申 込 方法 肖 日 直接 会 場へ
※ 子 育て 講 演 会 、 子育 てサ ロン で
は お 子さ ん の 保 育を 行 いま す 。お
闘 い 合わ せ く ださ い 。

子 育 て 講 演 会
『子 ど も の あ そ び と 人 間 形 成 』

子 ども は あ そ びの 中 から 様 々 な
こ とを 学 ん で い きま す 。あ そ び の
大 切さ に つ い て 考え ま す。
日時12月9日( 水) 、午前10時～　

正 午
講 師 小杉 道 雄氏( こ すぎ 社 会 教

育 研究 所 長)
定 員40 人( 先 着順)
費 用 無料
申 込 方法 当 口 直接 会 場へ

子 育て サロン

若 いお 母 さ ん同 士 で 、・f育 て に
つ い て自 由 にお し ゃ べり する サロ
ン で す。

セ バタ クロ ー 体験

東 南ア ジ ア の スポ ー ツ、「セ パタ
ク ロ ー」(足 を使 う バ レ ーボ ー ル)
の 初心 者 体 験 講座 を 行い ま す 。
日時1月6・13・14・20日( 全　

4回) 、いずれも午後7時～9時
対 象 高 校 生 以上 の 若い 方
定 員30 人( 抽 選)
費 用500 円( 保険 料)
申 込方 法 往 復 ハガ キに 住 所、 氏

名、年 齢 、電 話 番 畛、「セ パタ ク
ロ ー体 験 希望j と 明 記

申 込期 限12 月15 日 消印 有 効
い ず れ も

場 所・ 申 込・ 問 合 せ 先 青 年セ ン
タ ー 〒123 西 新 井・1- 4- 17　　　　

03890 ―0061

手 作り 作 品を 募 集し ます

障害 者(児)総合作 品展

区 内 の障 害 者 の 方 の作 品展 を 閧
催し ま す。 手 作 り の 作品 をぜ ひ 。
ご 応 募 くだ さ い 。
開催期間12月5日～9日、乍前　

9時～午後5時
場 所 竹の 塚 障 害 福?I L館( 竹 の 塚

セ ンタ ー1 階)
募 集 作品 絵 画 ・ 書道 ・ 工芸 ・ 手

芸 ・ 詩歌 な ど
募 集 期 限11 月30日
※ 作品 の提 出 は12月 初 旬に 予定し
て い ま す。
申 込 ・問 合 せ先 本 庁 舎( 千 住) ・

障 害福 祉 課S3882 ―1111㈹

人権問題を考える

講演と映画の集い
人権 問題 を より 正し く 理解 し 、

差別 の ない 明 る い 社会 を 築い て い
く た め 、「講演 と 映 画の 集い 」を 開
催し ます。

な お 当 日は 、 区 内 小・ 中学 校 の
児童 、 生 徒 の 人権 ポ スタ ーコ ン ク
ー ル の表 彰式 も 行 い ます 。
日時12 月11 日(金) 、午 後1 時 から
場 所 竹 の 塚 セン タ ー
講 演 「今 、 日本 の 人 権問 題 は」
講 師 松 本 峰 雄氏( 育 英短期 大 学

教 授)
映 画 「が ん ば れ/ 青 春先 生 」
表 彰 第9 回人 権ポ スタ ー ゴン グ

ー ル入 賞 者
申 込 方法 当 月 直接 会 場へ
問 合 せ先 本 庁 舎( 千 什) ・ 同和

対策 担当03882 ―1111㈹

第
2
土
曜
日
の

新

し

い

過

ご

し

方

親 子で
バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ

学 校 が 休 み に な る 土 曜 日 は ど う
過 ご し ま す か 。 ふ だ ん 区 内 で は あ
ま り 見 ら れ な い 野 鳥 を 、 観 子 で 観
察 し て み ま せ ん か 。
日時12月12日( 二t 二) 、午前9時～　

午 後4 時
場 所 東 京 卮 野 鳥 公 園( 綾 瀬 駅 柬

口 前 集 合 、 貸 し 切 り バ ス 利 用)
対 象 小 学 生 以 下 の 子 ど も と そ の

保 護 者
定 員50 人( 先 着 順)
費 用 無 料( 昼 食 持 参 の こ と)
申 込 方 法 電 話
申 込 ・ 問 合 せ 先 水 と 緑 の 公 社

S3838 ―8126

公 開 講座

高齢者問題講座
人 生80 年 時 代 を

豊 かに 生 き るた め に

今 や 人生80 年 時 代。 女 性も 男 性
も 高 齢 期を 人 間 らし く 暮ら し て い
く た め に 、大 切 なこ と は 何 か、‥ 一
緒 に 考 えて み ま せ んか 。

ま だ 若い か ら 、 と思 っ てい る あ
な た も 、 また 男 性の 方 も 。ぜ ひ ご
参加 く ださ い 。
日時12月10日( 木) 、午後2時～　

4 時
対象 区内 在 住 ・ 在勤 ・ 在学 の 方
講 師 吉武 輝 子氏 〔評 論家 〕
定員30 人
申 込 方 法 往 復 ハガ キ に 住 所、 氏

名 、年 齢、職 業 、電 話番 号 、「公
閧 講 座 希望| と明 記

費用 無 料
場所・申 込・問 合 せ先 女 性総 合セ

ン タ ー 〒123 梅 田7 ―33 ―1　
エ ル ・ ソフ ィ ア 内

Q3880 ―5222

住 宅 修 繕 等 を
お 考 え の 方 に

住 まい の 増 改 築、 修 繕 など をお
考 え の 方に 、 足 立区 住宅 相 談 セ ン
タ ー( 区 内 建 築業 者 団 体) へ 施 行
業 者 のあ っせ んを 依 頼 し ます 。 屋
根 ・ 塀の 修 理 、壁 の 塗り 替え 、 浴
室 や台 所の 改 修、 増 改 築 など の ほ
か 、 家 屋の 簡 単な 修 繕 でも 、 お 気
軽 にお 申し 込 みく だ さ い。
申 込 方法 電 話
申 込 ・問 合 せ 先 本 庁 舎( ニモ住) 。

区 民 相談 室S3882 ―1111㈹

区 民
スケート

教 室

日時12月13・20・27日1月17　
日、2月7・21日、3月7日( 全7　
回とも日曜日八午前10時～正午

場 所 薪松 戸 スタ ー ラ ンド
対 象 区 内 在 住 ・在 勤 の 方
費 用 大 人 … 1, 0[ x円 子 ど

も … 800円
申 込 方 法 電 話
申 込 ・問 合 せ 先 長谷 部 〔足 立 区

スヶ 一卜 連 盟) 3881 ―9066

あなたの相談室 問 合せ先　足立区役所本庁舎( 干 住) 1 階区民 相談 室
所 在 地 干住1- 4- 18 　3882 一 竹 竹( 代)

困ったことや心配なこと があり まし たら、お気軽にご利用ください( 無料・穡密 厳守)

RECYCLE PAPER
森 林資 源を 大切 に

A. T. H240, 000


